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論文審査の要旨（2000 字程度） 

本論文は「Completely Positive and Copositive Cones over Symmetric Cones: Approximations and Facial 

Structure」（対称錐上の完全正値錐と共正値錐：近似と面的構造）と題するもので、対称錐から定まる一般的

な意味での完全正値錐および共正値錐の近似と面的構造に関する研究をまとめたものである。完全正値錐およ

び共正値錐を制約に持つ錐線型計画問題はそれぞれ完全正値計画問題および共正値計画問題と呼ばれ、非凸な

構造および組合せ構造を伴うゆえ大域的な最適化が困難だと考えられている多くの問題を凸計画問題として等

価に表現できる。とりわけ、実用上および理論上重要な問題をモデリングする際に、対称錐上の完全正値錐お

よび共正値錐が現れやすい。しかし、完全正値計画問題および共正値計画問題を最適化することも同様に難し

いと考えられており、この難しさは問題の非線型性を表現する完全正値錐および共正値錐に由来する。そこで

本論文では、完全正値計画問題および共正値計画問題を解くために、完全正値錐および共正値錐の近似を研究

する。そして、問題の解きにくさを理解するために、錐の面的構造を調査する。 

本論文は第Ⅰ部の「Prologue」（序論）、第Ⅱ部の「Approximations」（近似）、第Ⅲ部の「Facial Structure」

（面的構造）、第Ⅳ部の「Epilogue」（結語）から構成され、これらの 4つの部は以下の 7つの章で構成される。 

第Ⅰ部第 1章「Introduction」（導入）では、数理最適化の文脈において対称錐上の完全正値錐および共正値

錐を考える必要性、これらの錐の近似と面的構造に関する先行研究、および本論文の貢献を述べている。 

第Ⅰ部第 2 章「Preliminaries」（準備）では、本論文で現れる種々の概念を数学的に定義し、それらの性質

をまとめている。また、既存研究の枠組みを用いて、非凸計画問題の完全正値錐を用いた凸化に関する結果を

紹介している。そして、本論文で使用する既存の近似階層を示している。 

第Ⅱ部第 3章「Approximation Hierarchies for Copositive Cones over Symmetric Cones」（対称錐上の共

正値錐に対する近似階層）では、対称錐上の共正値錐を階層的に近似する錐の無限列――近似階層を提案して

いる。1 つ目に、一般の対称錐上の共正値錐に対して、2 乗和制約で記述される内側近似階層を与えている。2

つ目に、非負象限錐と 1つの 2次錐の直積集合上の共正値錐に対して、半正定値制約で記述される内側および

外側近似階層を与えている。これらの近似階層と既存の近似階層を組み合わせることで、共正値計画問題の高

精度な近似最適値を求められることを数値実験で示している。 

第Ⅱ部第 4章「Generalizations of Doubly Nonnegative Cones and Their Comparison」（二重非負錐の一

般化とその比較）では、完全正値錐の外側からの近似を考える。非負象限錐上の（すなわち通常の意味での）

完全正値錐を外側から近似する際に、二重非負錐は半正定値錐よりも強い緩和を与えることで知られている。

本章では、一般的な意味での完全正値錐を外側から近似するために、第 3 章で使用した近似階層を活用して、

二重非負錐の一般化を 2種類提案している。また、先行研究で提案されているものを含めた計 3種類の一般化

二重非負錐の包含関係および緩和の強さを理論的および数値的に比較している。数値実験では、一般化二重非

負錐が半正定値錐よりも遥かに良い緩和を与えることを実証している。 

第Ⅲ部第 5章「Length of the Longest Chain of Faces and Distance to Polyhedrality of the Completely 

Positive and Copositive Cones」（完全正値錐および共正値錐の面の最長の鎖の長さと多面性への距離）では、

通常の意味での完全正値錐および共正値錐、ならびに二重非負錐およびその双対錐を包摂する幅広いクラスの

閉凸錐の「面の最長の鎖の長さ」および「多面性への距離」と呼ばれる値がいずれも、理論上取りうる最大の

値に一致することを示している。 

第Ⅲ部第 6章「Non-facial Exposedness of Copositive Cones over Symmetric Cones」（対称錐上の共正値

錐の非面露出性）では、対称錐の次元が 2 以上のとき、対称錐上の共正値錐が「面露出」と呼ばれる性質を決

して満たさないことを明らかにしている。そのためにまず、対称錐の面を用いて、対称錐上の共正値錐の面を

単射的に構成している。この結果を利用して、対称錐上の共正値錐の露出していない 1 次元の面を構成するこ

とで、対称錐上の共正値錐が面露出でないことを示している。 

第Ⅳ部第 7章「Conclusion」（結論）では、本論文を総括している。また、近似の部で得られた研究成果が面



的構造の研究に貢献しうること、面的構造の部で得られた研究成果が近似の研究に貢献しうることをそれぞれ

議論し、本論文から派生する今後の課題をいくつか述べている。 

以上これを要するに本論文は、対称錐上の完全正値錐および共正値錐の内側近似階層と外側近似階層に対す

る理論的な解析と数値的な検証、並びに面的構造に関する理論的解析を行っているものであり、理学上の貢献

が大きい。よって本論文は、博士 (理学) の学位論文として十分価値があるものと認める。 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容

で作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


